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尊
禮
著
『
地
震
学
百
年
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二
年
。
四
ー
五
，
二
五
頁
。

藤
井
陽
一
郎
著
『
日
本
の
地
震
学
』
紀
伊
國
屋
書
店
、
一
九
六
七
年
。
三
二
ー
三
五
、

三
八
ー
三
九
頁
。

金
凡
性
著
『
明
治
・
大
正
の
日
本
の
地
震
学
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
。

一
九
ー
二
六
。
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二
、

ペ
デ
ガ
シ
ェ
著
『
リ
ス
ボ
ン
地
震
に
関
す
る
最
新
の
正
確
な
報
告
』

と
明
治
二
一
年
日
本
地
震
学
会

外
国
人
教
師
ジ
ョ
ン
・
ミ
ル
ン
の
主
導
に
よ
っ
て
日
本
地
震
学
会
が
創
立
さ
れ
た
の
は
、
一

八
八
〇
（
明
治
十
三
）
年
で
あ
る
。
同
年
二
月
二
二
日
横
浜
で
地
震
が
あ
り
、
こ
れ
が
契
機
と

な
っ
て
四
月
二
六
日
東
京
神
田
の
開
成
学
校
で
結
成
総
会
が
開
か
れ
た
。
こ
の
学
術
団
体
は
世

界
最
初
の
地
震
学
会
と
さ
れ
、
会
長
に
は
東
京
帝
国
大
学
法
理
文
学
部
補
総
理
の
服
部
一
三
、

副
会
長
に
は
工
部
省
工
学
寮
で
教
壇
に
立
つ
ミ
ル
ン
が
選
出
さ
れ
た
。
翌
年
作
成
さ
れ
た
会
員

名
簿
に
よ
れ
ば
、
在
日
外
国
人
が
六
一
名
、
外
国
居
住
者
が
一
九
名
に
達
し
、
日
本
人
の
会
員

は
三
七
名
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
加
藤
弘
之
、
菊
池
大
麓
、
山
川
健
次
郎
、
田
中
館
愛
橘
な

ど
当
代
の
名
士
や
学
界
の
重
鎮
が
こ
れ
に
加
わ
り
、
団
琢
磨
、
品
川
弥
二
郎
、
美
術
史
家
フ
ェ

ノ
ロ
サ
等
異
色
の
会
員
も
名
を
連
ね
た
。
①

学
会
誌

も
す
べ
て
欧
文
で
執
筆

Transactions
ofthe

Seism
ologicalSociety

ofJapan

さ
れ
、
第
一
号
に
は
一
八
七
七
年
ペ
ル
ー
地
震
に
関
す
る
ミ
ル
ン
の
研
究
な
ど
す
べ
て
外
国
人

に
よ
る
論
文
が
掲
載
さ
れ
た
。
し
か
し
、
以
後
日
本
人
の
寄
稿
も
漸
次
増
し
、
七
年
後
の
同
誌

に
は
田
中
館
愛
橘
な
ど
十
四
名
に
よ
る
論
文
二
四
点
が
収
録
さ
れ
る
。

翌
一
九
八
八
（
明
治
二
一
）
年
日
本
地
震
学
会
は
十
月
三
日
の
例
会
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
学
者

Ｅ
・
Ｊ
・
ぺ
レ
イ
ラ
を
招
き
、
リ
ス
ボ
ン
大
地
震
に
つ
い
て
英
語
に
よ
る
報
告
と
論
議
を
行
っ

た
。
報
告
と
し
て
ペ
レ
イ
ラ
は
こ
の
震
災
の
大
要
と
特
色
を
ま
ず
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。

一
七
五
五
年
十
一
月
一
日
午
前
九
時
四
十
分
頃
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
未
曾
有
の
激

烈
か
つ
凄
惨
な
地
震
に
よ
っ
て
、
都
市
リ
ス
ボ
ン
は
ほ
ぼ
完
全
に
破
壊
さ
れ
た
。
こ
の
地
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震
で
は
強
烈
な
震
動
が
数
次
発
生
し
、
一
万
五
千
人
か
ら
一
万
六
千
人
に
及
ぶ
莫
大
な
生

命
が
奪
わ
れ
た
。
こ
の
災
害
に
付
随
す
る
き
わ
め
て
奇
異
な
特
徴
は
、
地
震
の
前
十
日
間

と
直
後
の
一
週
間
が
著
し
く
晴
朗
で
温
暖
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
年
に
は

異
常
な
乾
燥
が
続
い
て
い
た
。
①

つ
い
で
ペ
レ
イ
ラ
は
当
日
の
主
要
な
論
題
で
あ
る
匿
名
の
震
災
記
録
を
紹
介
す
る
。
席
上
彼

は
実
際
の
著
者
名
を
述
べ
て
い
な
い
が
、
こ
の
小
冊
子
が
ペ
デ
ガ
シ
ェ
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た

こ
と
は
、
前
項
で
論
じ
た
と
お
り
、
確
実
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
忘
れ
え
ぬ
震
災
は
ド
イ
ツ
や
ア
ル
イ
ラ
ン
ド
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
、
多
く
の
報

告
も
出
版
さ
れ
た
。
だ
が
、
そ
れ
ら
の
大
半
は
天
変
地
異
の
精
細
な
記
録
で
は
な
く
、
む

し
ろ
震
災
に
お
け
る
個
人
的
な
艱
難
や
辛
苦
の
報
告
に
止
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
リ
ス
ボ
ン
に
お
い
て
一
七
五
六
年
マ
ノ
エ
ル
・
ソ
ア
レ
ス
な
る
出
版

元
か
ら
き
わ
め
て
貴
重
な
小
冊
子
が
刊
行
さ
れ
た

『
一
七
五
五
年
十
一
月
一
日
リ
ス
ボ

。

ン
は
じ
め
ポ
ル
ト
ガ
ル
全
土
を
襲
っ
た
地
震
に
関
す
る
最
新
の
正
確
な
報
告
ー
加
え
て
地

震
の
事
由
に
関
す
る
独
自
の
省
察
と
所
説
』
が
そ
れ
で
あ
っ
て
、
一
八
八
六
年
十
月
三
一

日
、
十
一
月
六
日
、
七
日
、
十
一
日
の
『
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
易
』
に
転
載
さ
れ
た
。
き
わ
め

て
興
味
深
い
こ
の
小
冊
子
の
な
か
で
、
著
者
は
地
震
の
前
後
の
あ
ら
ゆ
る
状
況
を
十
全
に

記
述
し
、
第
二
の
震
動
の
あ
と
北
東
か
ら
烈
風
が
吹
き
は
じ
め
、
沿
岸
に
海
嘯
が
押
し
寄

せ
た
と
伝
え
る
。
ま
た
彼
に
よ
れ
ば
、

、

（

）

地
震
発
生
時
に
お
け
る
天
候
は
静
穏
か
つ
晴
朗
で
あ
り

気
温

レ
オ
ミ
ュ
ー
ル
温
度
計

十
四
度
、
湿
度
二
七
イ
ン
チ
七
ラ
イ
ン
と
さ
れ
る
。

小
冊
子
の
著
者
は
こ
の
異
常
な

激
動
の
成
因
を
も
論
究
し
、
凝
縮
し
た
気
体
が
地
中
で
爆
発
し
、
地
表
へ
の
突
進
を
促
し

た
た
め
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
彼
は
現
地
で
な
し
え
た
貴
重
な
省
察
を
読
者
に
示
し
て
お

り
、
原
典
の
記
述
を
要
約
す
る
以
外
、
こ
れ
を
充
分
敷
衍
は
で
き
な
い
。

②

以
下
ペ
レ
イ
ラ
の
報
告
は
匿
名
小
冊
子
の
論
述
に
沿
っ
て
、
十
一
月
一
日
の
地
震
発
生
、
震

動
の
様
相
、
建
物
の
倒
壊
、
住
民
の
恐
慌
に
つ
い
て
述
べ
る
。
つ
い
で
地
震
か
ら
派
生
し
た
津

波
の
襲
来
や
海
洋
の
異
変
も
説
明
さ
れ
る
が
、
そ
の
内
容
は
原
典
の
か
な
り
忠
実
な
要
約
で
あ
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る
。た
だ
し
、
お
そ
ら
く
時
間
的
制
約
も
あ
っ
て
例
会
の
報
告
で
は
小
冊
子
の
構
成
要
素
が
い
く

つ
か
省
か
れ
た
。
そ
の
第
一
は
原
典
に
綴
ら
れ
た
民
衆
の
惨
状
と
艱
苦
の
描
写
で
あ
る
。
こ
の

部
分
が
現
在
と
く
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
前
項
で
述
べ
た
が
、
当
時
学
会
に
お
け
る
主
要
な
関

心
が
自
然
科
学
的
な
解
明
に
置
か
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
小
冊
子
で
は
フ
ラ
ン
ス
の
学

者
ビ
ュ
フ
ォ
ン
の
理
論
を
摂
取
し
て
、
地
震
発
生
の
成
因
と
し
て
地
中
に
お
け
る
気
体
の
燃
焼

が
綿
密
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
ペ
レ
イ
ラ
の
報
告
は
当
初
に
示
さ

れ
た
二
行
に
止
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
小
冊
子
の
内
容
は
被
害
を
受
け
た
宗
教
的
施
設
、
公
共
建

造
物
、
殿
閣
や
豪
邸
を
列
挙
し
、
一
七
五
五
年
以
前
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
発
生
し
た
地
震
に
つ
い

て
も
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
国
情
に
疎
い
極
東
の
人
々
に
は
や
や
煩
雑
と
判
断

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
要
約
の
あ
と
ペ
レ
イ
ラ
は
、
主
と
し
て
自
身
の
認
識
と
所
信
を
左
記
の
と
お

り
表
明
し
た
。

リ
ス
ボ
ン
大
地
震
に
関
す
る
要
約
の
結
び
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
付
言
で
き
る
。
す

な
わ
ち
、
こ
の
震
災
以
降
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
を
襲
っ
た
異
常
な
震
動
の
最
た
る
も
の
は
、
一

八
五
八
年
十
一
月
十
一
日
午
前
七
時
、
晴
朗
な
天
候
の
も
と
で
起
き
た
地
震
で
あ
る
。
こ

の
地
震
は
ほ
ぼ
四
八
秒
続
き
、
前
触
れ
と
し
て
轟
音
が
、
直
後
に
は
北
東
の
強
い
風
が
発

生
し
た
。
リ
ス
ボ
ン
市
の
被
害
は
軽
微
で
あ
っ
た
が
、
サ
ド
河
口
に
位
置
す
る
セ
ト
ゥ
ー

バ
ル
や
リ
ス
ボ
ン
か
ら
十
二
マ
イ
ル
ほ
ど
離
れ
た
町
で
は
、
多
数
の
建
物
が
破
壊
さ
れ
、

数
人
が
死
亡
し
た
。

地
震
の
根
源
や
原
因
を
め
ぐ
っ
て
相
容
れ
ぬ
さ
ま
ざ
ま
な
理
論
が
見
出
さ
れ
る
が
、
地

球
の
内
部
に
対
す
る
潮
汐
の
作
用
に
よ
っ
て
地
震
が
起
る
と
い
う
巷
論
を
、
十
八
世
紀
の

匿
名
の
地
震
学
者
が
推
奨
し
た
の
は
興
味
深
い
。
最
新
の
学
説
の
ひ
と
つ
、
地
中
海
一
帯

の
地
震
は
北
極
の
巨
大
な
氷
塊
の
溶
解
に
起
因
す
る
と
の
学
説
に
、
そ
う
し
た
巷
論
は
あ

る
程
度
合
致
す
る
。
北
極
で
の
異
変
が
潮
汐
の
規
則
性
を
乱
す
と
も
思
わ
れ
、
こ
こ
に
要

約
し
た
小
冊
子
の
所
論
の
よ
う
に
、
海
洋
近
く
の
土
壌
を
激
し
く
動
揺
さ
せ
る
原
因
と
も

考
え
ら
れ
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
沿
岸
部
に
は
特
定
の
の
時
期
が
あ
り
、
等
し
く
二
百
年
の

間
隔
で
地
震
が
発
生
す
る
と
い
う
彼
の
仮
設
は
、
岸
辺
に
近
い
海
底
の
火
山
が
二
世
紀
毎

に
活
発
な
活
動
を
示
し
、
数
日
あ
る
い
は
数
週
噴
火
を
続
け
て
、
次
第
に
弱
ま
り
、
最
後

に
は
完
全
に
終
息
す
る
と
の
学
説
に
基
づ
く
の
み
で
あ
る
。

多
数
の
地
震
、
あ
る
い
は
大
半
の
地
震
の
成
因
が
海
底
に
存
在
す
る
こ
と
を
、
疑
う
べ

き
理
由
は
あ
ま
り
な
い
。
内
陸
部
の
奥
深
く
で
は
滅
多
に
地
震
が
起
き
な
い
こ
と
を
、
実

際
私
た
ち
は
知
っ
て
い
る
。
ま
た
、
深
刻
な
被
害
を
惹
き
起
す
の
は
、
一
般
に
沿
海
部
で
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あ
る
。
陸
地
に
近
い
海
底
で
は
巨
大
な
地
滑
り
が
生
じ
う
る
。
海
底
の
土
壌
で
頻
繁
に
変

化
が
起
き
る
か
否
か
を
確
か
め
る
に
は
、
今
後
の
研
究
と
綿
密
な
調
査
し
か
立
証
の
方
策

が
な
い
で
あ
ろ
う
。
不
断
に
土
壌
を
浸
蝕
す
る
激
流
の
作
用
に
よ
っ
て
地
滑
り
が
生
じ
、

近
く
の
陸
地
を
と
き
に
は
強
く
、
と
き
に
は
弱
く
震
動
さ
せ
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

規
模
の
潮
汐
を
発
生
さ
せ
る
と
も
思
わ
れ
る
。

ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
時
代
に
は
存
在
し
、
ロ
ー
マ
史
の
な
か
で
も
語
ら
れ
る
大
き
な
島

が
消
失
し
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
位
置
は
ま
わ
り
一
帯
を
深
い
海
で
囲
ま
れ
た
ベ
ル
ル
ガ
ス

岩
礁
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
海
岸
の
近
く
で
明
ら
か
に
地
滑
り
が
起
き
た
の

で
あ
る
。

ス
イ
ス
な
ど
の
山
岳
地
方
で
は
地
滑
り
と
雪
崩
が
し
ば
し
ば
地
震
を
引
き
起
す
。
海
中

な

だ

れ

は
大
気
中
よ
り
も
圧
力
が
大
き
い
の
に
、
海
底
の
山
と
崖
で
発
生
し
た
地
滑
り
が
、
陸
地

と
同
様
に
現
象
を
生
み
、
よ
り
深
刻
な
結
果
を
遺
す
こ
と
を
、
ど
う
し
て
否
定
で
き
よ
う

か
。と
は
い
え
、
こ
こ
で
述
べ
た
の
は
私
の
感
想
に
す
ぎ
ず
、
地
震
の
根
源
や
成
因
に
つ
い

て
あ
ま
た
数
多
あ
る
学
説
の
ど
れ
を
採
択
す
る
か
は
、
よ
り
有
能
な
方
々
に
委
ね
た
い
と

思
う
。
①

例
会
で
は
以
上
の
よ
う
な
報
告
の
あ
と
、
Ｃ
・
Ｇ
・
ノ
ッ
ト
の
司
会
に
よ
っ
て
討
議
が
行
わ

れ
た
。

討
議
の
記
録

地
震
学
の
歴
史
分
野
に
貴
重
な
貢
献
と
な
る
今
回
の
報
告
に
関
し
、
ミ
ル
ン
氏
は
起
立

し
て
発
表
者
に
謝
意
を
述
べ
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
発
言
さ
れ
た
。
一
七
五
五
年
リ
ス
ボ
ン
に

お
け
る
震
災
ほ
ど
、
多
く
知
ら
れ
、
多
く
語
ら
れ
た
地
震
は
な
い
。
リ
ス
ボ
ン
大
地
震
に

つ
い
て
書
か
れ
た
説
教
は
あ
り
余
る
ほ
ど
で
、
一
七
五
六
年
刊
行
の
数
冊
を
さ
き
に
ミ
ル

ン
氏
は
欣
然
と
開
陳
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
リ
ス
ボ
ン
の
災
害
に
つ
い
て
い
ま
だ
知
ら

れ
ざ
る
事
柄
を
ペ
レ
イ
ラ
氏
は
教
示
さ
れ
た
。
震
災
の
目
撃
者
で
あ
る
無
署
名
著
者
の
見

解
が
そ
れ
で
あ
る
。
彼
が
披
瀝
す
る
幾
多
の
見
解
に
お
い
て
も
っ
と
も
際
立
つ
特
徴
は
時

代
に
先
ん
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
一
七
五
五
年
大
半
の
人
々
に
超
自
然
的
な
異
変
と
思
わ
れ

る
事
象
が
、
ペ
レ
イ
ラ
氏
の
指
摘
の
と
お
り
、
こ
の
著
者
に
は
自
然
的
な
原
因
で
説
明
で

き
る
現
象
な
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
見
解
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
地
震
は
春
季
朔
望
の
と
き

さ
く
ぼ
う
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に
し
ば
し
ば
起
る
と
言
う
。
こ
の
時
季
に
つ
い
て
日
本
に
つ
い
て
も
時
季
に
係
わ
り
古
来

類
似
し
た
見
方
が
あ
っ
た
。
一
六
一
八
年
に
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ク
ッ
ク
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述

べ
た
。
真
冬
の
時
季
の
ほ
う
が
日
本
で
は
地
震
が
多
い
。
な
ぜ
な
ら
、
高
潮
が
割
れ
目
や

空
洞
に
空
気
を
閉
じ
込
め
、
そ
れ
が
発
散
す
る
圧
力
に
よ
っ
て
大
地
は
揺
れ
る
、
と
。

ま
た
、
一
七
〇
三
年
に
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
バ
グ
リ
オ
リ
と
ジ
ョ
セ
フ
・
ト
ラ
ド
は
、
月
の
作

用
に
よ
っ
て
大
地
が
起
伏
す
る
可
能
性
を
示
唆
し
た
。
し
か
し
、
ふ
た
り
の
見
解
は
よ
う

や
く
一
八
五
四
年
に
至
り
Ｍ
・
Ｆ
・
ザ
ン
テ
デ
ッ
シ
の
も
と
で
哲
学
的
に
論
議
さ
れ
る
。

実
際
に
一
定
の
局
面
に
月
が
達
し
た
と
き
、
比
較
的
頻
繁
に
地
震
が
生
じ
る
こ
と
を
論
証

し
た
の
は
、
デ
ィ
ジ
ョ
ン
の
ペ
レ
教
授
の
労
作
に
よ
る
。
た
だ
し
、
季
節
に
よ
る
差
異
は

僅
少
と
さ
れ
る
。
一
八
四
三
年
か
ら
一
八
七
二
年
ま
で
に
発
生
し
た
地
震
は
、
以
下
の
よ

う
な
分
布
を
示
す
こ
と
が
、
同
教
授
に
よ
っ
て
究
明
さ
れ
た
。

朔
望
の
と
き

八
八
一
八

さ
く
ぼ
う

矩
象
の
と
き

八
四
一
〇

く
し
よ
う

近
地
点

三
二
九
〇

遠
地
点

三
〇
一
五

ミ
ル
ン
氏
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
僅
か
な
差
異
は
決
定
的
な
法
則
と
す
る
に
は

十
分
で
な
い
。
多
く
の
国
々
、
た
と
え
ば
日
本
に
お
け
る
研
究
の
結
果
は
、
ペ
リ
の
結
論

と
ま
っ
た
く
逆
の
現
象
を
示
し
て
い
る
。
地
震
と
高
潮
に
関
し
て
も
上
位
の
水
よ
り
も
下

位
の
水
が
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
余
分
に
震
動
す
る
、
と
ミ
ル
ン
は
主
張
し
た
。
一
七
五
五
年

に
見
ら
れ
た
巨
大
な
高
波
、
な
い
し
水
位
の
上
下
が
、
地
震
を
惹
起
し
た
の
と
同
一
の
原

因
に
よ
る
と
の
見
方
を
も
、
彼
は
大
い
に
疑
っ
て
い
る
。
リ
ス
ボ
ン
地
震
で
震
動
と
高
潮

と
間
に
大
き
な
時
間
的
相
違
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
震
動
は
迅
速
に
伝
わ
り
、
高
潮
は
緩
慢

に
動
く
と
い
う
事
実
か
ら
説
明
で
き
る
。
大
西
洋
の
深
い
海
水
は
ほ
ぼ
時
速
四
十
マ
イ
ル

で
進
み
、
他
方
大
地
の
震
動
は
秒
速
三
マ
イ
ル
で
走
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
数
値
を
真
実
に
近
い
と
み
な
し
、
陸
地
か
ら
約
八
〇
〇
マ
イ
ル
離
れ
た
大
西

洋
を
南
北
に
横
切
る
火
山
帯
に
リ
ス
ボ
ン
へ
の
衝
撃
が
発
す
る
と
す
れ
ば
、
高
潮
と
震
動

と
の
間
隔
は
す
く
な
く
と
も
２
時
間
に
達
し
、
二
時
間
後
以
降
に
初
め
て
発
生
す
る
衝
撃

と
当
初
海
水
が
受
け
た
衝
撃
が
混
同
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

リ
ス
ボ
ン
が
蒙
っ
た
破
壊
に
つ
い
て
言
え
ば
、
実
質
的
な
損
害
に
係
わ
る
低
地
帯
と
高

地
帯
と
の
比
較
が
、
明
ら
か
に
見
落
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
大
き
く
破
壊
さ
れ
た
リ
ス

ボ
ン
の
低
地
帯
は
、
粘
土
や
柔
ら
か
な
土
壌
か
ら
成
り
、
他
方
比
較
的
被
害
の
軽
い
高
地

帯
で
は
玄
武
岩
や
石
灰
岩
が
地
盤
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

ミ
ル
ン
氏
の
発
言
を
ペ
レ
イ
ラ
氏
は
肯
定
し
、
一
七
五
五
年
リ
ス
ボ
ン
地
震
で
は
低
地

帯
の
市
街
が
最
大
の
被
害
を
受
け
た
と
述
べ
た
。
い
わ
ゆ
る
バ
イ
シ
ャ
地
区
が
完
全
に
は
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Pereira,
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壊
滅
し
、
反
対
に
高
地
帯
の
頂
上
に
近
い
建
物
は
ほ
と
ん
ど
被
害
を
免
れ
た
。
①

発
言
者
と
し
て
記
録
さ
れ
る
第
一
は
、
日
本
地
震
学
会
を
創
設
し
、
そ
れ
を
主
宰
し
た
ジ
ョ

Transactions
of

the
Seism

ological

ン
・
ミ
ル
ン
で
あ
る
。
ミ
ル
ン
は
当
学
会
の
機
関
誌

に
毎
号
欠
か
さ
ず
寄
稿
し
、
大
抵
は
主
題
を
異
に
す
る
複
数
の
論
究
か
、

Society
of

Japan

号
全
体
を
占
め
る
長
編
の
論
文
で
あ
る
。
リ
ス
ボ
ン
大
地
震
に
関
す
る
報
告
と
討
議
が
収
録
さ

れ
た
第
十
二
号
（
一
八
八
八
年

）
に
関
し
て
も
総
数
十
四
の
論
文
の
う
ち
、
ミ
ル
ン
の
寄
稿

は
六
つ
の
論
稿
、
す
な
わ
ち
「
覚
書
ー
下
等
動
物
の
対
す
る
地
震
の
影
響

「
振
り
子
式
地

」
、

震
計
の
新
し
い
形
態

「
東
京
帝
国
大
学
工
学
部
地
震
研
究
所
に
お
け
る
グ
レ
イ-

ミ
ル
ン
地

」
、

震
と
そ
の
他
の
計
器

「
覚
書
ー
地
震
の
音
響
現
象

「
地
震
に
惹
き
起
さ
れ
る
あ
る
種
の

」
、

」
、

建
物
の
揺
動

「
解
決
を
要
す
る
地
震
学
の
課
題
」
と
題
す
る
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ

」
、

れ
ら
ミ
ル
ン
に
よ
る
研
究
や
さ
き
に
述
べ
た
ノ
ッ
ト
の
発
表
に
つ
い
て
、
討
議
の
内
容
に
つ
い

て
学
会
誌
に
は
ほ
ど
ん
ど
記
載
が
無
く
、
僅
か
に
ミ
ル
ン
の
第
一
の
報
告
を
め
ぐ
り
参
会
者
四

人
の
発
言
が
各
々
四
行
程
度
に
紹
介
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

菊
池
大
麓
博
士
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
発
言
さ
れ
た
。
今
回
の
史
料
に
は
一
定
の
気
象
が
地

震
の
前
兆
で
あ
る
、
と
の
論
述
が
含
ま
れ
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
も
同
様
の
巷
説
が
あ

、

。

、

、

り

曇
天
の
蒸
し
暑
さ
は
地
震
の
前
兆
で
あ
る
と
言
う

た
だ
し

博
士
の
知
る
か
ぎ
り

そ
れ
は
科
学
的
な
観
察
に
基
づ
く
見
解
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も

（

普
遍
的
な
事
象
、

、

す
な
わ
ち
物
理
学
的
な
事
象
を
根
拠
に
し
な
く
て
も

）
一
致
し
た
見
方
が
存
在
す
る
こ

、

と
は
不
思
議
で
あ
る
。
心
理
学
的
な
事
象
あ
る
い
は
そ
の
種
の
事
柄
と
し
て
お
そ
ら
く
説

。

。

、

明
で
き
る
で
あ
ろ
う

菊
池
博
士
は
さ
ら
に
続
け
て
述
べ
ら
れ
た

い
ま
思
い
出
し
た
が

安
政
大
地
震
の
ち
ょ
う
ど
三
三
周
年
に
当
た
る
の
も
、
こ
こ
に
い
る
私
た
ち
に
は
奇
縁
に

。

、

感
じ
ら
れ
る

激
烈
な
地
震
と
そ
れ
に
続
く
一
層
破
壊
的
な
火
災
に
よ
る
死
者
を
弔
っ
て

昨
日
（
十
月
一
日
、
正
確
に
は
安
政
二
年
十
月
一
日
）
に
両
国
橋
近
く
の
回
向
院
で
施
餓

鬼
（

公
的
な
ミ
サ
の
一
種
）
が
営
ま
れ
た
。
彼
ら
の
遺
体
は
す
べ
て
氏
名
も
身
元
も
不

明
の
ま
ま
、
回
向
院
に
埋
葬
さ
れ
た
。

②

日
本
人
会
員
の
発
言
者
と
し
て
最
初
に
記
録
さ
れ
た
の
は
、
東
京
帝
国
大
学
教
授
菊
池
大
麓

で
あ
る
。
幕
末
の
漢
学
者
箕
作
秋
坪
の
次
男
で
あ
る
菊
池
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
数
学
と



萩
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①
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②
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本
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物
理
学
を
学
び
、
東
京
帝
国
大
学
の
創
立
後
ま
も
な
く
理
学
部
教
授
と
し
て
日
本
に
お
け
る
近

代
数
学
と
数
学
教
育
を
確
立
し
た
。

や
が
て
彼
は
同
大
学
総
長
、
理
化
学
研
究
所
初
代
所

①

長
、
貴
族
院
勅
選
議
員
、
文
部
大
臣
を
歴
任
し
、
美
濃
部
達
吉
、
末
弘
厳
太
郎
、
鳩
山
一
郎
、

渡
辺
暁
雄
、
等
々
へ
連
な
る
家
系
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

。

、

関
谷
清
景
教
授
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
発
言
さ
れ
た

さ
ま
ざ
ま
な
大
地
震
を
考
察
す
る
と

通
常
最
初
の
震
動
が
前
触
れ
と
な
り
、
主
要
な
震
動
は
一
層
な
が
く
継
続
す
る
。
ペ
レ
イ

ラ
氏
の
報
告
で
教
え
ら
れ
た
が
、
一
七
五
五
年
の
リ
ス
ボ
ン
地
震
で
も
決
定
的
な
震
動
は

最
初
の
震
動
の
数
分
後
に
発
生
し
た
。
全
都
を
襲
っ
た
一
八
五
五
年
の
江
戸
大
地
震
で
は

主
要
な
破
壊
は
一
撃
の
も
と
に
な
さ
れ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
人
々
が
な
ん
ら
前
触
れ
の
震
動

を
感
じ
な
か
っ
た
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
タ
ウ
ン
の
地
震
は
四
十
分
続
い
た
。
震
動
は
最
初
緩
や

か
で
、
最
後
の
十
分
な
い
し
十
五
分
に
激
烈
と
な
っ
た
。
本
年
二
月
二
三
日
イ
タ
リ
ア
に

お
け
る
地
震
で
は
、
最
初
の
揺
れ
は
や
や
緩
や
か
で
、
次
第
に
強
く
な
っ
て
、
つ
い
に
激

烈
な
衝
撃
と
な
っ
た
。
一
七
五
五
年
地
震
に
続
く
津
波
に
関
連
す
る
が
、
我
が
国
で
は
同

様
の
事
例
が
多
数
あ
り
、
日
本
の
よ
う
に
不
安
定
な
国
土
の
沿
岸
に
住
む
人
々
は
、
大
地

震
の
際
海
辺
に
居
残
る
危
険
を
た
え
ず
肝
に
銘
じ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
②

関
谷
清
景
は
日
本
人
と
し
て
こ
の
学
会
で
も
っ
と
も
活
動
的
で
献
身
的
な
構
成
員
で
あ
っ

た
。
学
会
の
創
設
者
の
ひ
と
り
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ユ
ー
イ
ン
グ
の
薫
陶
を
受
け
た
彼
は
、
明

治
十
九
年
帝
国
大
学
の
発
足
と
と
も
に
同
理
科
大
学
で
最
初
の
地
震
学
教
授
に
就
任
し
た
。
同

Transactions
ofthe

Seism
ologicalSociety

of

時
に
こ
の
時
期
に
関
谷
は
学
会
の
機
関
誌

、

、
Japan

に
ほ
と
ん
ど
毎
号
寄
稿
す
る
と
と
も
に

会
員
の
主
要
な
論
文
を
ほ
ぼ
独
力
で
邦
訳
し

そ
れ
ら
の
論
集
『
日
本
地
震
学
会
報
告
』
を
第
五
冊
（
一
八
八
一
年
三
月
）
ま
で
発
行
し
て
い

る
。
③
例
会
で
は
さ
ら
に
多
く
の
発
言
も
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
機
関
誌
で
は
最
後
に
司
会
者
ノ

ッ
ト
の
見
解
の
み
が
添
え
ら
れ
た
。
彼
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
学
術
団
体
、
エ
ジ
ン
バ
ラ
王
立

協
会
の
会
員
で
あ
り
、
日
本
地
震
学
会
で
は
一
八
八
四
年
五
月
二
一
日
の
例
会
で
「
地
震
の
頻
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度
」
と
題
す
る
報
告
を
行
い
、
一
八
八
八
年
二
月
二
三
日
の
例
会
で
も
地
震
に
伴
う
音
響
に
つ

い
て
研
究
の
成
果
を
発
表
し
て
い
る
。
一
八
八
三
年
ユ
ー
イ
ン
グ
が
日
本
を
去
っ
た
あ
と
、
ノ

ッ
ト
は
後
任
と
し
て
在
職
し
、
こ
の
学
会
で
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
①

司
会
者
の
Ｃ
・
Ｇ
・
ノ
ッ
ト
博
士
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
さ
れ
た
。
小
冊
子
の
著
者
に
示

さ
れ
た
多
く
の
論
点
が
い
ま
な
お
論
議
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
若
干
に
つ
い
て

の
み
意
見
を
述
べ
た
い
。
リ
ス
ボ
ン
大
地
震
に
伴
う
と
述
べ
ら
れ
た
高
潮
の
現
象
は
、
た

し
か
に
き
わ
め
て
異
常
で
あ
る
。
確
実
な
証
左
を
得
る
に
は
、
同
時
代
の
文
献
に
よ
っ
て

究
明
す
る
の
が
、
適
切
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
多
く
の
情
報
を
二
次
資
料
か
ら
得
る
人

の
安
易
な
記
述
は
、
受
け
入
れ
難
い
か
ら
で
あ
る
。
危
機
に
瀕
し
た
と
き
、
正
確
な
科
学

的
観
察
を
で
き
る
人
は
す
く
な
い
。
大
地
震
に
先
立
つ
数
日
前
は
、
潮
汐
が
通
常
よ
り
二

時
間
遅
か
っ
た
と
い
う
記
述
を
い
く
つ
か
私
た
ち
は
知
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
法
則
ら
し

き
も
の
は
大
地
の
一
時
的
な
起
伏
に
よ
る
と
説
明
で
き
よ
う
が
、
あ
ま
り
に
も
異
常
な
異

変
の
記
述
は
無
条
件
で
は
信
じ
難
い
。
潮
汐
の
大
き
さ
と
地
震
と
の
蓋
然
的
な
連
関
に
つ

い
て
、
小
冊
子
の
著
者
は
や
や
曖
昧
な
表
現
で
言
及
し
て
い
る
。
強
烈
な
爆
発
は
い
つ
も

朔
望
と
矩
象
の
頃
に
生
じ
る
、
と
。
朔
望
と
矩
象
を
観
察
せ
よ
。
こ
の
よ
う
な
言
い
方
か

ら
し
て
、
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
え
な
い
。
い
か
な
る
算
定
に
よ
っ
て
そ
う
し
た
結
論
に
達

し
た
か
、
ま
た
朔
望
と
矩
象
の
頃
と
は
厳
密
に
は
い
つ
を
示
す
の
か
、
私
た
ち
は
知
り
た

い
と
思
う
。
遺
憾
な
が
ら
彼
の
結
論
は
真
の
科
学
的
基
礎
に
根
ざ
し
て
い
な
い
。

リ
ス
ボ
ン
大
地
震
を
構
成
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
地
震
現
象
が
記
述
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
お
そ

ら
く
相
異
な
る
震
央
か
ら
発
し
た
爆
発
の
連
続
で
あ
っ
た
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。
揺
ぎ
や

す
い
地
層
が
第
一
の
震
動
に
触
発
さ
れ
、
そ
こ
で
の
爆
発
が
続
い
た
と
考
え
て
も
よ
い
。

轟
音
の
前
触
れ
は
第
一
の
震
源
が
か
な
り
遠
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
な
ん
ら

前
兆
も
な
く
、
突
然
大
地
震
が
襲
う
場
合
は
、
震
源
が
近
い
た
め
、
凝
集
し
た
迅
速
な
波

濤
が
歪
曲
し
た
波
濤
を
凌
駕
す
る
時
間
を
持
た
な
い
。
海
底
の
地
滑
り
は
地
震
の
原
因
で

あ
ろ
う
と
言
う
ペ
レ
イ
ラ
の
示
唆
に
つ
い
て
は
、

そ
う
し
た
地
滑
り
は
む
し
ろ
地
震
の
結
果
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
る
。
海
底
の
削
剥
は

さ
く
は
く

。

、

、

海
洋
の
輪
郭
形
成
に
微
々
た
る
影
響
し
か
与
え
な
い

地
上
の
削
剥
に
あ
っ
て
は
風

雨

雪
、
出
水
な
ど
多
様
な
作
用
が
交
叉
す
る
の
に
、
海
底
に
は
そ
れ
ら
が
及
ば
な
い
か
ら
で

あ
る
。
結
び
に
本
学
会
を
代
表
し
て
、
ペ
レ
イ
ラ
氏
に
地
震
の
歴
史
的
研
究
へ
の
貴
重
な
貢
献
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を
感
謝
し
た
い
。
①

な
お
、
ペ
レ
イ
ラ
は
学
会
初
期
の
名
簿
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
み
ず
か
ら
地
震
を
体

験
す
べ
く
来
日
し
、
一
八
八
五
年
三
月
八
日
か
ら
一
八
八
九
年
十
二
月
三
一
日
ま
で
居
住
地
の

横
浜
で
観
測
し
た
と
後
日
述
べ
て
い
る
。
②

外
国
人
を
主
体
と
し
て
発
足
し
た
日
本
地
震
学
会
で
あ
る
が
、
国
外
に
お
け
る
地
震
に
つ
い

て
の
報
告
や
寄
稿
は
数
す
く
な
い
。
こ
の
時
期
に
当
事
国
の
研
究
者
を
招
い
て
、
リ
ス
ボ
ン
大

地
震
に
関
す
る
例
会
が
催
さ
れ
た
こ
と
は
、
日
本
の
地
震
学
に
と
っ
て
意
義
深
い
こ
と
と
思
わ

。

、

、

、

れ
る

重
要
な
史
料
の
発
掘
者

ペ
レ
イ
ラ
を
囲
ん
で

ミ
ル
ン
や
ノ
ッ
ト
な
ど
国
際
的
学
者

菊
池
大
麓
お
よ
び
関
谷
清
景
と
い
う
明
治
地
震
学
界
の
中
心
人
物
が
討
議
す
る
会
合
は
、
壮
観

と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
欧
米
の
学
界
を
も
含
め
大
抵
の
研
究
者
は
、
小
冊
子
の
内
容
を
ペ
レ
イ

ラ
に
よ
る
英
文
要
約
を
と
お
し
て
摂
取
し
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。

し
か
し
、
ペ
デ
ガ
シ
ェ
著
『
リ
ス
ボ
ン
地
震
に
関
す
る
最
新
の
正
確
な
報
告
』
の
全
文
を
把

握
し
た
と
き
、
例
会
当
日
の
報
告
と
論
議
に
多
少
の
不
満
を
感
ぜ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
第
一

は
ビ
ュ
フ
ォ
ン
に
啓
発
さ
れ
た
地
震
理
論
、
地
中
の
可
燃
性
物
質
に
よ
る
震
動
の
発
生
が
、
小

冊
子
で
は
明
ら
か
に
力
点
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
ペ
レ
イ
ラ
の
要
約
に
は
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
な

い
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
そ
う
し
た
経
緯
も
あ
っ
て
、
出
席
者
か
ら
の
発
言
が
地
震
発
生
の

原
因
に
集
中
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
総
じ
て
や
や
貧
弱
な
内
容
に
思
わ
れ
る
。

不
満
を
抱
か
せ
る
第
二
は
、
同
じ
く
小
冊
子
の
特
徴
の
ひ
と
つ
、
民
衆
の
艱
苦
に
つ
い
て
の

記
録
が
省
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
も
と
よ
り
欧
米
に
お
い
て
も
地
震
学
発
展
の
初
期
に
あ
っ
て

は
、
自
然
科
学
的
な
要
因
の
解
明
に
重
点
が
置
か
れ
た
。
し
か
し
、
ミ
ル
ン
地
震
も
こ
の
時
期

に
は
地
震
の
精
神
的
・
社
会
的
影
響
へ
考
察
を
拡
げ
て
お
り
、
菊
池
大
麓
と
関
谷
清
景
は
ま
も

な
く
明
治
の
政
界
に
国
民
の
た
め
防
災
対
策
の
確
立
を
建
議
す
る
見
識
を
有
し
て
い
た
。
こ
れ

ら
先
覚
者
た
ち
が
リ
ス
ボ
ン
大
地
震
に
於
け
る
民
衆
の
艱
苦
や
以
後
の
防
災
事
業
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
論
議
し
た
か
知
り
え
な
い
の
は
、
望
蜀
の
願
い
な
が
ら
残
念
で
あ
る
。


